
これから・・・

紙面をリニューアルします！

ご意見を聞かせてください！！

よろしくお願いしま～す！！！

これまで発行した

かまくら議会だよりを

紹介しますね！！！！
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●定例会の概要

●定例会の主な動き

令和４年(2022年)9月定例会(９月７日～10月５日)
令和３年度一般会計決算等を認定

【今後の定例会開会予定日】12月定例会：12月７日（水） 　２月定例会：令和５年（2023 年）２月８日（水）
 ※開会予定日は、変更となる場合があります。
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・ ９月定例会では、16名の議員が一般質問を行いました。
・ 市長提出議案として、条例関係議案６件、補正予算議案５件、その他議案６件を可決、令和 
 ３年度一般会計決算ほか５特別会計決算を認定、下水道事業会計に係る剰余金の処分及び 
 決算を可決および認定、人権擁護委員の候補者の推薦議案に同意しました。
・ 議員提出議案として、「安倍晋三元首相の「国葬」実施の撤回を求める意見書の提出につい 
 て」「ミャンマーの国軍による民衆の弾圧の即時停止と民主的政治体制の回復を促すこと 
 を求める意見書の提出について」を可決しました。
・ 委員会提出議案として、「新庁舎等整備に関する調査特別委員会の設置について」を可決し 
 ました。
・ 陳情１件を採択としました。

本会議（９/７～９、12）　 一般質問、議案上程、採決 （２・４面）

各常任委員会（９/14～16、20、10/４） 議案、陳情審査等　　　     （３面）

決算特別委員会（９/12、22、26～29、10/４） 議案審査　　　　 　　      （３面）

本会議（10/５）  委員長報告、議案上程、採決 （３・４面）

新庁舎等整備に関する調査特別委員会が設置されました

読みやすく充実した内容を目指して
「かまくら議会だより」についてアンケートを実施します

第１号　昭和27年（1952年） 第30号　昭和40年（1965年） 第133号　平成3年（1991年） 第217号　平成24年（2012年）

　令和４年（2022 年）９月定例会において、議会議案第３号「新庁舎等整備に関する
調査特別委員会の設置について」が可決されました。この委員会は、「新庁舎等整備に
向けた調査及び検討」を行うもので、委員の定数は９名です。
　市では、鎌倉市の本庁舎を、深沢地区に新たに整備することを前提に取り組みが進
められているところです。
　議会においては、前任期の平成30年度に、「市民にとっての市役所機能のあり方に
ついて」のほか「移転先の整備、現在地の跡地利用について」、総務常任委員会の所管事
務調査として調査してきましたが、全市的な問題である新庁舎等の整備に関し議会全
体として受け止め、より丁寧かつ慎重な調査および検討を行うべきであることから特
別委員会を設置することとしました。

　議会広報委員会では、読みやすく充実した内容の「かまくら議会だより」を目指しています。市民の皆
様のご意見をいただきたく、令和4年（2022年）11月1日（火）から11月30日（水）まで、「かまくら議会だ
より」についてのアンケートを実施します。右記のQRコードから、アンケートにご協力ください。
　市役所本庁舎1階ロビー、各支所（腰越・深沢・大船・玉縄）には、アンケートの用紙を置いています。

これまでの議会だよりは、中央図書館・議会図書室で、第168号(平成12年(2000年）発行）以降は市議会ホームページでご覧いただけます。



※ゆめみらい=夢みらい鎌倉　ヴィジョン＝鎌倉のヴィジョンを考える会　公明党＝公明党鎌倉市議会議員団　日本共産党=日本共産党鎌倉市議会議員団　　
　ネット＝神奈川ネットワーク運動・鎌倉　自民党＝自由民主党鎌倉市議会議員団　かわせみ＝鎌倉かわせみクラブ　鎌倉アプデ＝鎌倉アップデートチャレンジ

令和4年  （2022年）11月1日 第 2 5 9 号     （2)か　ま　く　ら　議　会　だ　よ　り

子
ど
も
の
権
利
の
保
障
に
つ
い
て
、

次
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
子
ど
も
が
の
び
の
び
と
自

分
ら
し
く
育
つ
ま
ち
鎌
倉
条

例
の
各
条
文
が
掲
げ
て
い
る

目
標
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
。ま
ず
、特

別
支
援
教
育
に
お
け
る
取
り

組
み
状
況
、成
果
お
よ
び
課
題

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
文
化
財
部
長
…
特
別
支
援

教
育
は
、共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、障
害
の
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
、全
て
の
児
童・生

徒
の
自
立
や
社
会
参
加
に
向

け
て
、一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
指
導
や
支
援
を

行
う
も
の
で
、特
別
支
援
学
級

の
全
校
設
置
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
、学
び
の
場
の
拡
大
を

図
っ
て
い
る
。多
様
化
す
る
教

育
的
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
、子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
教

育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
の
実

現
に
向
け
た
校
内
支
援
体
制

を
整
え
て
い
く
こ
と
を
課
題
と

し
て
認
識
し
て
お
り
、教
育
相

談
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心

と
し
た
組
織
的
な
支
援
の
推
進

や
教
職
員
向
け
の
研
修
の
充

実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

質
問
…
い
じ
め
防
止
の
取
り
組
み

と
効
果
、課
題
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

同
部
長
…
鎌
倉
市
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
に
基
づ
き
、組
織
的
に

い
じ
め
防
止
対
策
に
努
め
て
い

る
。さ
ら
に
、子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
相

談
フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
、い
じ

め
が
困
難
化
す
る
前
に
相
談
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。課

題
と
し
て
、い
じ
め
を
受
け
た

側
、行
っ
た
側
双
方
が
納
得
い

く
解
決
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
多

く
生
じ
て
き
て
い
る
こ
と
と
認

識
し
て
い
る
。

質
問
…
学
校
教
育
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
理
解
促
進
の
取
り

組
み
と
、当
事
者
へ
の
対
応
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

同
部
長
…
学
校
教
育
を
通
じ
た
性

の
多
様
性
へ
の
理
解
促
進
や
当

事
者
が
安
心
し
て
通
う
こ
と
が

で
き
る
学
校
づ
く
り
の
た
め
、

教
職
員
に
対
す
る
研
修
の
実

施
、道
徳
の
授
業
な
ど
で
性
の

多
様
性
に
つ
い
て
題
材
と
す

る
、当
事
者
か
ら
話
を
聞
く
な

ど
、意
識
の
向
上
や
理
解
促
進

に
努
め
て
い
る
。

質
問
…
不
登
校
児
童・生
徒
の
現

状
把
握
と
主
な
原
因
、対
応
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

同
部
長
…
不
登
校
児
童
・
生
徒
数

は
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、無

気
力
・
不
安
や
学
業
の
不
振
な

ど
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
。担

任
教
師
以
外
に
も
学
校
内
組

織
と
し
て
教
育
相
談
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
な
ど
を
中
心
に
一
体

的
な
対
応
に
努
め
て
お
り
、必

要
に
応
じ
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
の
専
門
職
員
の
支
援

へ
つ
な
げ
る
ほ
か
、教
育
支
援

教
室
な
ど
の
運
営
を
実
施
し
て

い
る
。

質
問
…
困
り
事
の
相
談
体
制
と
し

て
、タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た

子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
相
談
フ
ォ
ー
ム

が
運
用
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の

運
用
状
況
、課
題
を
伺
い
た
い
。

同
部
長
…
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
相
談

フ
ォ
ー
ム
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画

面
上
の
ア
イ
コ
ン
か
ら
容
易
に

ア
ク
セ
ス
で
き
、子
ど
も
自
ら

が
相
談
で
き
る
た
め
、効
果
は

大
き
い
と
考
え
て
い
る
。市
内

の
公
立
の
小
・
中
学
校
に
限
ら

れ
る
こ
と
、子
ど
も
の
一
人
一
人

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
す
力
を
い
か
に

育
ん
で
い
く
か
と
い
う
こ
と

を
、課
題
と
し
て
認
識
し
て
い

る
。

質
問
…
ひ
き
こ
も
り
の
現
状
把
握

と
、支
援
体
制
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

健
康
福
祉
部
長
…
生
活
福
祉
課
に

ひ
き
こ
も
り
支
援
員
を
配
置
し

現
状
把
握
に
努
め
て
い
る
が
、

相
談
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
が
い
る
と
考
え
て
い
る
。関

係
各
課
で
組
織
す
る
連
絡
会

に
お
い
て
、子
ど
も
を
含
む
幅

広
い
年
代
に
対
し
、必
要
な
支

援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。今
後
は
、相
談
窓
口
の
周
知

や
、地
域
の
支
援
機
関
と
連
携

し
、状
況
に
合
っ
た
支
援
を
実

施
し
て
い
く
。

質
問
…
地
域
で
の
多
世
代
交
流
に

つ
い
て
、取
り
組
み
状
況
を
伺

い
た
い
。

同
部
長
…
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

専
任
職
員
を
配
置
し
、小
学
生

以
上
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。拠
点

と
し
て
同
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し

て
い
く
と
と
も
に
、関
係
団
体

の
協
力
を
得
て
多
世
代
交
流

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。　

質
問
…
児
童
虐
待
を
認
知
し
た
場

合
、市
と
児
童
相
談
所
は
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。ま

た
、児
童
虐
待
防
止
対
策
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

こ
ど
も
み
ら
い
部
長
…
児
童
相
談

所
と
市
の
両
方
が
通
告
先
と

な
っ
て
お
り
、専
任
の
相
談
員

や
職
員
が
聞
き
取
り
を
行
っ
た

上
で
、子
ど
も
の
安
全
確
認
を

最
優
先
に
、対
応
方
針
を
決
定

す
る
。そ
の
後
、虐
待
の
状
況
が

な
く
な
る
ま
で
関
係
機
関
と
連

携
し
、支
援
を
継
続
す
る
。ま

た
、相
談
で
き
る
場
と
し
て
、子

ど
も
と
家
庭
の
相
談
室
を
設

置
し
、虐
待
相
談
に
限
ら
ず
、児

童
と
家
庭
に
関
わ
る
様
々
な
相

談
を
受
け
て
い
る
。

質
問
…
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
把
握

や
支
援
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

同
部
長
…
社
会
的
認
知
度
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

お
り
、相
談
窓
口
の
案
内
カ
ー

ド
の
配
布
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。ケ

ア
ラ
ー
支
援
検
討
委
員
会
で

は
、ケ
ア
ラ
ー
全
般
へ
の
支
援

と
し
て
、実
数
把
握
や
支
援
策

の
検
討
、支
援
条
例
制
定
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

質
問
…
経
済
的
困
窮
を
抱
え
る
家

庭
へ
の
進
学
支
援
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

同
部
長
…
ひ
と
り
親
家
庭
は
こ
ど

も
相
談
課
で
、そ
れ
以
外
の
家

庭
は
生
活
福
祉
課
で
、各
種
就

学
援
助
制
度
に
つ
い
て
案
内

し
、利
用
に
つ
な
げ
て
い
る
。ま

た
、令
和
２
年
４
月
か
ら
、独
立

行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機

構
に
よ
る
給
付
型
の
奨
学
金

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、

制
度
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い

る
。

質
問
…
子
ど
も
が
自
由
に
意
見
や

夢
を
話
せ
る
場
、自
分
ら
し
く

遊
ん
だ
り
休
ん
だ
り
で
き
る

場
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
ど
の

よ
う
な
場
な
の
か
、ま
た
、取
り

組
み
状
況
を
伺
い
た
い
。

同
部
長
…
自
由
に
意
見
や
夢
を
話

せ
る
場
と
し
て
、表
明
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
、発
言
し
た
こ

と
で
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う

な
体
制
、市
政
に
反
映
さ
せ
る

仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、具
体
的

な
場
の
設
定
に
向
け
た
検
討
を

行
っ
て
い
る
。自
分
ら
し
く
遊

ん
だ
り
休
ん
だ
り
で
き
る
場
と

し
て
、家
庭
以
外
で
の
、居
心
地

の
良
い
場
を
想
定
し
て
い
る
。

放
課
後
か
ま
く
ら
っ
子
や
冒
険

遊
び
場
な
ど
を
設
置
し
て
お

り
、引
き
続
き
場
の
確
保
や
充

実
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
役
所
本
庁
舎
移
転
問
題
に
つ
い

て
、次
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
市
役
所
本
庁
舎
移
転
問

題
に
つ
い
て
伺
う
。移
転
の
根

拠
と
な
る
手
続
き
と
は
何
か
。

何
を
も
っ
て
移
転
を
決
定
し

た
と
言
え
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
計
画
部
長
…
本
庁
舎

の
移
転
に
つ
い
て
は
、平
成
　

２　新たな海外都市提携事業に関し
て

⑫　吉岡　和江（日本共産党）
１　深沢まちづくりに関連して

⑬　藤本　あさこ（鎌倉アプデ）
１　インクルーシブな場としての公
園整備の進捗について

２　特別支援級の設置について
⑭　くりはら　えりこ（かわせみ）
１　鎌倉の課題と目指す方向性につ
いて（ＳＤＧｓ目標３・８・11）

２　歴史文化遺産の保存整備と経済
効果について（ＳＤＧｓ目標４・
11）

３　公共施設の更新と複合施設化に
ついて（ＳＤＧｓ目標 11・17）

⑮　大石　和久（公明党）
１　市長の政治姿勢について

⑯　中里　成光（ゆめみらい）
１　無電柱化について

年
度
の
鎌
倉
市
本
庁
舎
整
備

方
針
、同
　
年
度
の
鎌
倉
市
公

的
不
動
産
利
活
用
推
進
方
針

に
よ
り
定
め
た
深
沢
地
域
整

備
事
業
用
地
へ
の
移
転
の
方

針
、令
和
元
年
度
の
鎌
倉
市
本

庁
舎
等
整
備
基
本
構
想
な
ど

必
要
な
行
政
計
画
を
策
定
し
、

方
針
決
定
を
行
っ
て
き
た
。こ

れ
ら
の
方
針
に
沿
っ
て
、現
在

検
討
を
進
め
て
い
る
が
、移
転

の
決
定
に
つ
い
て
は
、地
方
自

治
法
第
４
条
に
基
づ
く
鎌
倉

市
役
所
の
位
置
を
定
め
る
条

例（
以
下
、「
位
置
条
例
」と
い

う
）の
改
正
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

質
問
…
令
和
４
年
度
に
示
さ
れ
た

鎌
倉
市
新
庁
舎
等
整
備
基
本

計
画
素
案
で
は
、同
５
年
度
か

ら
基
本
設
計
、同
６
年
度
か
ら

７
年
度
に
事
業
者
の
選
定
、同

７
年
度
か
ら
　
年
度
に
か
け

て
実
施
設
計
、施
工
な
ど
を
行

い
、同
　
年
度
に
供
用
開
始
と

い
う
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。本
庁
舎
を
移

転
す
る
た
め
の
位
置
条
例
の

改
正
が
可
決
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
予
算
が
必
要
な
基
本

設
計
、詳
細
設
計
を
進
め
る
こ

と
に
問
題
は
な
い
の
か
。

同
部
長
…
地
方
自
治
法
に
は
、位

置
条
例
を
改
正
す
る
提
案
時

期
に
つ
い
て
、明
確
な
定
め
は

な
い
こ
と
か
ら
、問
題
は
な
い

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
…
行
政
計
画
を
策
定
す
る
前

に
、根
拠
と
な
る
位
置
条
例
の

改
正
を
提
案
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長
…
新
庁
舎
の
整
備
や
市
庁
舎

現
在
地
の
利
活
用
の
取
り
組
み

の
情
報
発
信
を
行
い
つ
つ
、市

民
や
議
会
の
理
解
を
深
め
な
が

ら
事
業
を
進
め
、速
や
か
に
条

例
改
正
の
時
期
を
判
断
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一般質問項目一覧
一般質問の録画中継
映像は、こちらから
ご覧いただけます▶

①　森　功一（自民党）
１　街路樹の維持・管理について
２　災害時帰宅困難者の受け入れに
ついて

３　適格請求書等保存方式（インボ
イス制度）の周知について

４　鎌倉駅周辺の喫煙環境の整備に
ついて

②　納所　輝次（公明党）
１　子どもの権利の保障について
２　部活動の地域移行について

③　武野　裕子（日本共産党）
１　公共施設再編計画と学校施設整

　　備計画
２　学校給食の無償化について

④　保坂　令子（ネット）
１　プラスチックの資源化について
２　「ふるさと納税」と市税の減収に
ついて

⑤　千　一（無所属）
１　小さき花の園の職員をもっと多
く

２　横断歩道に点字ブロックを
３　姉妹都市間のヘルパー派遣

⑥　くり林　こうこう（無所属）
１　非喫煙者／喫煙者双方にとって
より良い街づくりに向けて（喫
煙所の設置等）

２　子育て関連事業の充実に向けて
３　公園・道路の利活用について（地
域や動植物との共生）

４　市内の景観重要建築物について
５　投票の利便向上に向けて

⑦　高野　洋一（日本共産党）
１　市役所本庁舎移転問題について

⑧　長嶋　竜弘（無所属）
１　新型コロナウイルス感染症対策
の失敗を検証する

⑨　竹田　ゆかり（かわせみ）
１　「地方版孤独・孤立対策官民連携
プラットフォーム推進のあり方
に関する調査研究」事業について

２　「かまくらＵＬＴＬＡプログラ
ム」について

３　「教員の未配置問題」の解消に向
けて（Ⅱ）

⑩　後藤　吾郎（ヴィジョン）
１　鎌倉市におけるスポーツ振興に
ついて

２　ドッグランを作りたい、増やしたい
⑪　児玉　文彦（公明党）
１　災害時のペット同行避難・同伴
避難に関して

10

10
29

28

一
般
質
問
と
は
、市
の
事
務
や
市
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い
て

市
長
な
ど
に
た
だ
す
も
の
で
す
。
９
月
定
例
会
で
は
　
名
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
講
じ
た
上
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、議
会
広
報
委
員
会
で
事
項
別
に
整
理
し
た
内
容
の

一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
の
全
文
は
、12
月
上
旬
作
成
予
定
の
本
会
議
録
に
掲

載
し
ま
す
。図
書
館
や
鎌
倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内「
会
議
録
検

索
シ
ス
テ
ム
」で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
権
利
の

保
障
に
つ
い
て

市
役
所
本
庁
舎

移
転
問
題
に
つ
い
て

一
般
質
問16
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９月 15日開催
審査した内容（議案２件、報告事項７件）

９月 20日開催
審査した内容（議案６件、陳情２件、報告事項５件）

９月 16日開催
審査した内容（議案４件、陳情１件、報告事項７件）

９月 14日開催
審査した内容（議案２件、陳情２件、報告事項８件）

市民環境常任委員会

建 設 常 任 委 員 会

総 務 常 任 委 員 会
教育福祉常任委員会

議案第21号　不動産の取得について
本件は、市役所敷地内に新たに第６分庁舎を設置するため、建物の取
得について、議会の議決を得ようとするものです。
当該建物は、軽量鉄骨造・２階建てで、延べ床面積320㎡以上、取得価格
は6732万円です。
市は当該建物を取得した後、建物１階に、令和５年度から「（仮称）子育
てに関する総合相談窓口」を開設する予定です。その目的は、子ども連れ
の来庁者などが各課を回る必要がないよう、分野をまたいだ相談にも対
応し、また、相談内容に応じて関連部署が連携してサービスを提供でき
るようにするものです。
そのほか、２階には、現在不足している職員用会議室を整備する予定
です。
委員会では、慎重に審査した結果、本議案について、総員の賛成により
可決されました。

報告事項　拠点保育所（腰越）整備事業の進捗状況について
鎌倉市立腰越保育園は、鎌倉市拠点保育所整備方針に基づき、市が運営に
関与する公私連携型保育所として整備を行うこととし、令和６年（2024年）
４月１日の開設に向けて、園舎の建て替えを含む手続が進められています。
市は、運営事業者として選定した社会福祉法人伸こう福祉会と、令和４
年（2022年）８月に協定を締結し、開設後は施設の名称を「キディ腰越保育
園」とするほか、これまでの公立保育所としての保育事業に加え、子育て支
援センターの併設や、一時保育の預かり月齢の引き下げなどを実施すると
ともに、引き続き、小規模保育事業所との連携や、特に配慮が必要となる障
害児の受け入れを行うとのこ
とです。
また、園舎の建て替えに伴い、
令和５年（2023年）１月からは
腰越地域内に建設する仮設園
舎で保育を行う予定とのこと
です。
委員会では、報告事項につい
て了承されました。

報告事項　鎌倉地域の漁業支援施設整備について
坂ノ下から材木座地区において操業する漁業者は、漁港施設がないため、長年、

砂浜に仮設の漁具倉庫を建て、漁具の保管や網の修理などを行っており、人力で砂
浜から漁船を出し入れするという厳しい環境の下で、漁業活動を営んでいます。
また、台風等により漁船や漁具倉庫が破損・流失する被害が度々発生しています。
市は、漁業者の労働環境の改善や、鎌倉地域の水産業を安全かつ安定的に継続す

るため、鎌倉における原始的な漁法である「覗突（みづき）漁」から、ミヅキカマクラ
プロジェクトと銘打ち、漁業支援施設の整備に向けた取り組みを進めています。
令和３年（2021年）２月の市民説明会の後、海岸管理者である神奈川県の関係部

署と、事務的・実務的な事前協議を行い、その結果を踏まえ、漁港漁場整備法に基づ
き、海岸管理者との法定協議を開始しているとの報告がありました。
海岸管理者との法定協議が調った後は、神奈川県へ法定の意見聴取を行った
上で、令和４年度内に漁港区域指定の告示を、その後
は、令和５年度以降の施設の調査・設計、工事着手を
経て、令和13年度の完成を目指すとのことです。
委員会では、周辺住民への周知や、今後のスケ
ジュールについて質疑が行われた後、報告事項につ
いて了承されました。

議案第31号 鎌倉市協働事業選考委員会条例を廃止する条例の制定について
令和４年（2022年）４月から、新しい協働事業の制度として、「つながる鎌倉
エール事業」の運用を開始したことに伴い、旧協働事業である「相互提案協働事
業」の審査選考を行う鎌倉市協働事業選考委員会を設置する必要がなくなった
ことから、鎌倉市協働事業選考委員会条例を廃止しようとするものです。
新しい制度である「つながる鎌倉エール事業」では、これまでの市民活動団体
が事業の実施プランを提案する「協働コース」に加え、新たなコースとして、設

立間もない団体を支援する「ス
タートアップコース」を新設し、
今後も事業の充実を図り、市民活
動と協働のさらなる活性化を目
指していくとのことでした。
委員会では、本議案について、総
員の賛成により可決されました。

常任委員会
審査の一部を紹介します

スタートアップコース 協働コース

地域課題に取り組もう
とする設立3年以内の団
体を対象として、選考を
経て、補助金の交付が受
けられます。

市民活動団体等から事
業の実施プランを市に
提案し、両者が提案内容
を協議しながら協働事
業に取り組むものです。

つながる鎌倉エール事業

漁業支援施設整備後のイメージ図
建設中の仮設園舎

決
算
関
係
議
案
の
提
案

９
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会

議
に
お
い
て
、一
般
会
計
決
算
等

７
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
の
設
置

議
会
は
、９
月
12
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
各
会
派
か
ら
選
出
さ

れ
た
委
員
９
名
（
委
員
名
簿
参
照
）

か
ら
な
る
令
和
３
年
度
鎌
倉
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
等
審
査
特

別
委
員
会
（
以
下
「
決
算
特
別
委

員
会
」
と
い
う
）
を
設
置
し
、こ
れ

ら
の
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、９
月

12
日
、22
日
、26
日
、27
日
、28
日
、

29
日
、
10
月
４
日
の
７
日
間
に
わ

た
り
、
正
・
副
委
員
長
の
選
任
の

ほ
か
、
予
算
審
査
に
お
け
る
議
会

の
指
摘
事
項
の
反
映
状
況
や
、
第

３
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
第
４
期
基

本
計
画
実
施
計
画
の
諸
施
策
の
進

捗
状
況
な
ど
を
中
心
に
、
予
算
の

適
正
な
執
行
と
、
そ
の
行
政
効
果

に
つ
い
て
担
当
部
課
等
へ
の
質
疑

等
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
後
、
採
決
を
行
い
、一
般

会
計
、
大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開

発
事
業
特
別
会
計
、
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
お
よ
び
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決

算
は
多
数
の
賛
成
に
よ
り
認
定
。

公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会

計
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
は
総

員
の
賛
成
に
よ
り
認
定
。
下
水
道

事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決

算
は
総
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
お

よ
び
認
定
し
ま
し
た
。

本
会
議
に
お
け
る
委
員
長
か
ら
の

審
査
結
果
報
告
、討
論
・
採
決

10
月
５
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
委
員
長
か
ら
審
査
経
過
お
よ

び
結
果
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
中
で

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
議
案
に

対
し
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
で

全
会
一
致
と
な
っ
た
次
の
３
つ
の

意
見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

〇
日
本
遺
産
事
業
に
つ
い
て

平
成
28
年
４
月
に
認
定
さ
れ

た
日
本
遺
産
「
い
ざ
、鎌
倉
」〜

歴
史
と
文
化
が
描
く
モ
ザ
イ
ク
画

の
ま
ち
へ
〜
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
、文
化
庁
の
総
括
評
価
・
継

続
審
査
に
お
い
て
、再
審
査
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、本
市
の

総
合
計
画
に
掲
げ
た
「
将
来
都
市

像
」
や
実
施
計
画
で
示
し
た
「
歴

史
的
遺
産
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く

り
」の
視
点
に
立
ち
、
観
光
振
興

の
み
な
ら
ず
、歴
史
ま
ち
づ
く
り

推
進
の
観
点
へ
と
視
点
を
広
げ
、

担
当
部
署
を
横
断
的
に
拡
大
し

た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
を
求
め

る
。

〇
障
害
児
保
育
の
体
制
充
実
に
つ

い
て働

く
保
護
者
が
増
え
る
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
育
園
に
通

う
障
害
児
へ
の
適
切
な
働
き
か
け

が
保
障
さ
れ
る
よ
う
、
体
制
を
改

善
す
る
必
要
が
あ
る
。適
切
な
障

害
児
保
育
を
行
う
た
め
に
は
、
保

育
士
の
人
数
を
増
や
す
必
要
が
あ

る
が
、現
行
の
補
助
制
度
は
十
分

で
は
な
く
、結
果
と
し
て
保
育
士

の
待
遇
に
影
響
す
る
こ
と
に
な

る
。
障
害
児
の
成
長
を
保
障
す
る

た
め
に
も
、
補
助
金
の
増
額
や
保

育
士
の
障
害
児
保
育
の
ス
キ
ル
を

高
め
る
対
応
を
求
め
る
。

〇
河
川
維
持
補
修
事
業
に
つ
い
て

河
川
は
生
活
に
身
近
で
、
多
様

な
生
物
が
生
息
す
る
貴
重
な
自

然
環
境
で
あ
る
こ
と
か
ら
、維
持

管
理
が
必
要
な
箇
所
を
把
握
し
、

河
川
内
の
除
草
を
し
た
り
、堆
積

し
た
土
砂
を
取
り
除
い
た
り
す
る

な
ど
、定
期
的
な
維
持
管
理
を
行

う
こ
と
を
求
め
る
。

そ
の
後
、６
会
派
か
ら
討
論
と

し
て
決
算
議
案
に
対
す
る
賛
否
の

意
見
が
表
明
さ
れ
、
引
き
続
き
採

決
を
行
っ
た
結
果
、一
般
会
計
、

大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業

特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
お
よ
び
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
は
多

数
の
賛
成
に
よ
り
認
定
。
公
共
用

地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
お
よ

び
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
は
総
員
の

賛
成
に
よ
り
認
定
。
下
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
は

総
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
お
よ
び

認
定
し
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
決
算
を
審
査

一
般
会
計
決
算
等
を
認
定

一般会計決算等審査特別委員会委員

中村聡一郎

志田　一宏

井上三華子

出田　正道

日向　慎吾

藤本あさこ

納所　輝次

吉岡　和江

竹田ゆかり

（鎌倉のヴィジョンを考える会）

（自由民主党鎌倉市議会議員団）

（神奈川ネットワーク運動・鎌倉）

（鎌倉のヴィジョンを考える会）

（夢みらい鎌倉）

（鎌倉アップデートチャレンジ）

（公明党鎌倉市議会議員団）

（日本共産党鎌倉市議会議員団）

（鎌倉かわせみクラブ）

委 員 長

委 員

一般会計決算等審査特別委員会委員名簿（議席順）

副委員長



●議会だより、議会ホームページに関するご意見はこちらへ　〒248-8686（住所は省略できます）議会広報委員会　E-mail:gikai02@city.kamakura.kanagawa.jp

令和4年  （2022年）11月1日 第 2 5 9 号     （4)か　ま　く　ら　議　会　だ　よ　り

９
月
定
例
会
で
は
、
議
員
か

ら
２
件
の
議
案
が
、
委
員
会
か
ら

１
件
の
議
案
が
、
市
長
か
ら
25
件

の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議

会
に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
軍
に
よ
る
民
衆

の
弾
圧
の
即
時
停
止
と
民
主
的

政
治
体
制
の
回
復
を
促
す
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て【
議
会
議
案
第
２
号
】

（
意
見
書
の
本
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に

よ
り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
等
整
備
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

【
議
会
議
案
第
３
号
】

（
詳
細
は
１
面
に
掲
載
）

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
20
号
】

令
和
３
年
９
月
定
例
会
に
お
い

て
議
決
し
た
（
仮
称
）
お
な
り
子

ど
も
の
家
等
耐
震
改
修
お
よ
び
増

築
工
事
に
つ
い
て
、
物
価
水
準
等

が
変
動
し
た
こ
と
に
伴
う
必
要
経

費
の
増
額
を
行
お
う
と
す
る
も
の

で
、
当
初
の
契
約
金
額
２
億
９
０

８
４
万
円
に
、
今
回
、
消
費
税
額

お
よ
び
地
方
消
費
税
額
を
含
む
２

６
７
万
３
千
円
を
増
額
し
、
変
更

後
の
契
約
金
額
を
２
億
９
３
５
１

万
３
千
円
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
22
号
】

鎌
倉
市
放
課
後
子
ど
も
ひ
ろ

ば
条
例
に
定
め
る
放
課
後
子
ど
も

ひ
ろ
ば
「
に
か
い
ど
う
」
お
よ
び

放
課
後
子
ど
も
ひ
ろ
ば
「
い
な
む

ら
が
さ
き
」、
な
ら
び
に
鎌
倉
市

子
ど
も
の
家
条
例
に
定
め
る
鎌
倉

市
に
か
い
ど
う
子
ど
も
の
家
「
め

だ
か
」
お
よ
び
鎌
倉
市
い
な
む
ら

が
さ
き
子
ど
も
の
家
「
い
な
ほ
」

の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
株
式
会

社
明
日
葉
を
指
定
す
る
も
の
で

す
。
期
間
は
令
和
５
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で
の

５
年
間
で
す
。

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
議
案
第
32
号
】

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
男
性
職
員
に
よ
る
育
児
の

促
進
や
女
性
職
員
の
活
躍
促
進

を
図
る
た
め
、
育
児
休
業
の
取
得

回
数
制
限
の
緩
和
等
を
行
お
う
と

す
る
も
の
で
、
公
布
の
日
か
ら
施

行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に

よ
り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て【
議
案
第
35
号
】

鎌
倉
市
立
腰
越
保
育
園
の
建

て
替
え
整
備
を
行
う
に
当
た
り
、

そ
の
間
、
仮
設
園
舎
に
移
転
す
る

こ
と
に
伴
い
、
そ
の
位
置
を
腰
越

５
丁
目
11
番
17
号
か
ら
腰
越
１
５

３
５
番
地
１
に
改
め
る
と
と
も

に
、
建
て
替
え
整
備
の
完
了
後
に

同
園
を
民
営
化
す
る
こ
と
に
伴

い
、
条
例
中
の
同
園
の
規
定
を
削

除
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

位
置
の
変
更
に
係
る
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
４
月
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則

で
定
め
る
日
か
ら
、
民
営
化
に
よ

り
同
園
の
規
定
を
削
除
す
る
規

定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て

19
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い

て
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
廃
棄
物
の
減
量
化
、
資
源

化
及
び
処
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て【
議
案
第
36
号
】

事
業
者
が
排
出
し
た
ご
み
の
処

理
に
関
す
る
適
正
な
費
用
負
担

を
求
め
る
た
め
、
植
木
剪
定
材
の

事
業
系
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料

を
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
１
３
０

円
か
ら
２
１
０
円
に
改
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
令
和
５
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
議
案
第
37
号
】

令
和
３
年
度
子
育
て
世
帯
等

臨
時
特
別
支
援
事
業
費
補
助
金

の
返
還
に
係
る
経
費
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
事
業
所
支
援
補
助

金
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

支
援
補
助
金
、
民
間
保
育
所
等
給

食
費
補
助
金
、
休
日
夜
間
急
患
診

療
所
業
務
に
係
る
経
費
、
住
宅
用

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ

機
器
等
補
助
金
、
肥
料
等
高
騰
支

援
補
助
金
、
燃
料
費
高
騰
支
援
補

助
金
、
公
衆
浴
場
設
備
整
備
費
等

補
助
金
、
公
共
交
通
原
油
価
格
高

騰
対
策
補
助
金
、
私
立
幼
稚
園
給

食
費
補
助
金
、
中
学
校
給
食
賄
材

料
費
、
鎌
倉
国
宝
館
管
理
運
営
に

係
る
光
熱
水
費
お
よ
び
体
育
施

設
管
理
運
営
に
伴
う
車
両
事
故
へ

の
損
害
賠
償
金
の
追
加
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
と
も

に
３
億
１
９
９
万
３
千
円
を
増
額

し
、
補
正
後
の
総
額
は
６
８
９
億

７
８
７
５
万
５
千
円
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
こ
の
ほ
か
、
繰
越
明
許

費
の
設
定
お
よ
び
債
務
負
担
行

為
の
追
加
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

【
議
案
第
40
号
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
に
係
る
経
費
の
追
加

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
歳
入

歳
出
と
も
に
７
億
４
５
１
１
万
４

千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額

は
６
９
７
億
２
３
８
６
万
９
千
円

と
な
り
ま
す
。

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
42
号
】

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
う
候
補
者
と
し
て
、
次
の
方

を
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
で
は
総
員
の
賛
成

に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

あ
ら
い

新
井
　

た
か
こ

貴
子
氏
（
大
船
在
住
）

み
と
め

三
留
　

と
し
お

利
夫
氏
（
岡
本
在
住
）

任
期
は
、
令
和
５
年
１
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

補

正

予

算

工
事
請
負
契
約
の
変
更

人

権

擁

護

委

員

指
定
管
理
者
の
指
定

条

例

関

係

議

案

令
和
４
年
９
月
定
例
会
が

29
日
間
の
会
期
に
て
終
了
し

ま
し
た
。
議
会
議
案
と
し
て

意
見
書
２
件
が
可
決
さ
れ
た

ほ
か
、
令
和
３
年
度
一
般
会

計
決
算
他
が
特
別
委
員
会
に

よ
り
慎
重
に
審
査
さ
れ
、
本

会
議
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
議
会
広
報
委
員
会

で
は
、
幅
広
い
世
代
の
方
に

議
会
に
対
し
て
興
味
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
本

紙
面
に
関
し
て
市
民
の
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

「
よ
り
読
み
や
す
く
・
わ
か
り

や
す
く
・
身
近
な
」
議
会
だ
よ

り
作
成
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。
鎌
倉
市
の
主
役
は
市
民
の

皆
様
で
す
。
鎌
倉
市
議
会
は
そ

の
道
先
案
内
を
担
い
ま
す
。
よ

り
良
い
ま
ち
の
未
来
に
向
け
共

に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

　
　
　
議
会
広
報
委
員
　

中
里
　
成
光

編
集
後
記

編
集
後
記

可
決
し
た
意
見
書

９月定例会では、次の意見書提出に係る議会議案を
可決しました。なお、可決した意見書は、地方自治法第
99条の規定に基づき、関係機関に送付しました。
◇安倍晋三元首相の「国葬」実施の撤回を求める意
見書の提出について

◇ミャンマーの国軍による民衆の弾圧の即時停止と
民主的政治体制の回復を促すことを求める意見
書の提出について

可決した意見書
の全文は、こち
らからご覧いた
だけます↓

９
月
定
例
会

《
議
員
提
出
議
案
》

《
委
員
会
提
出
議
案
》

《
市
長
提
出
議
案
》

《
人
事
案
件
》

議決された主な議案
無

所

属

長
嶋
　竜
弘

◎
竹
田
　ゆ
か
り

◎
吉
岡
　和
江

◎
保
坂
　令
子

◎
森
　
　功
一

◎
大
石
　和
久

◎
中
村
　聡
一
郎

◎
日
向
　慎
吾

千
　
　
　一

岡
田
　和
則

中
里
　成
光

池
田
　
　実

前
川
　綾
子

後
藤
　吾
郎

く
り
林
　こ
う
こ
う

◎
藤
本
　あ
さ
こ

松
中
　健
治

鎌

倉

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

チ
ャ
レ
ン
ジ

自
由
民
主
党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

公

明

党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

鎌

倉

の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

考

え

る

会

神

奈

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運

動
・
鎌

倉

鎌
倉
か
わ
せ
み

ク

ラ

ブ

夢
み
ら
い
鎌
倉

○：賛成 －：反対
※９月定例会では、市長提出議案 25 件、議員提出議案２件、委員会提出議案１件、陳情１件の採決を行いました。
※下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。

※会派は、政策を中心とした同一の理念を共有する２人
以上の議員で構成されます。

※会派に属する議員は代表質問を行うことができます。
また、議会運営委員会や予算・決算等特別委員会の委員
となることができます。

会 派 名

議 員 名 ※◎は会派の代表者
※前川綾子議員は議長のため、採決には参加していません。

主 な 議 案 議決結果
第20号 工事請負契約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ －

第22号 指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－ － － － － － －

第32号 鎌倉市職員の育児休業等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第35号 鎌倉市保育所設置条例の一部を改正する条例の
制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－ － － － －－ －

第36号 鎌倉市廃棄物の減量化、資源化及び処理に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－ － － －

第37号 令和４年度鎌倉市一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－

第40号 令和４年度鎌倉市一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－ －

第24号 令和３年度鎌倉市一般会計歳入歳出決算の
認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－ － － － － － － － － － －

第2号 ミャンマーの国軍による民衆の弾圧の即時停止と民主的
政治体制の回復を促すことを求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第3号 新庁舎等整備に関する調査特別委員会の設置について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ －
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